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編集後記
今も横に吹く雪のおかげで、窓の向こうが
白くかすんで見え、冬の中にいることを感じ
させてくれます。今回の取材で、湯沢・雄勝
地区へ（秋田県出身者ですが、物心がつい
てから）初めて向かうこととなりましたが、な
かなか天候に優れませんでした。歩いてい
るとつま先の間隔がなくなるくらい冷たく
なり、寒さにすっかり参ってしまったことを
思い出します。かつて親戚が牛を飼ってお
り、２回目の取材で牛舎を見るのはとても
久しぶりとなりました。この地域にいる人だ
けでなく、牛たちもたくましく生きている姿
はぜひ見習わなければ、と思いました。（九）
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日
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で
秋
田
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な
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い
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あ
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田
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立
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術
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に
て
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山
留
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果
て
し

な
く
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い
楽
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催
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れ
ま
し
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く
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た
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縁
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返
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。
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近
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あ
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ボ
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と
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れ
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ョン
の
高
い
私
の
気
持
ち
を
よ
く
受
け

止
め
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。今
書
い
て
い
て
も
涙

が
で
て
き
て
し
ま
う
ほ
ど
す
べ
て
が
鮮
明
で
す
。

　
真
摯
に
作
品
を
作
り
続
け
る
こ
と
は
孤
独
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縁
」と
は
か
け

が
え
の
な
い
モ
ノ
で
す
。意
図
し
て
は
な
か
な
か

出
会
え
な
い
け
れ
ど
、あ
る
日
突
然
や
っ
て
く

る
、そ
ん
な
宝
物
の
よ
う
な
方
々
に
秋
田
に
戻
っ

て
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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入
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あ
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は
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。
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な
っ
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で
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果
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近
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関
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の
人
た
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す
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。

　
ハ
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続
い
た
展
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が
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了
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て
約

２
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。日
常
が
私
に
リ
ズ
ム
を

与
え
、心
身
や
ラ
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フ
ス
タ
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ル
を
シ
ン
プ
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な
形

に
戻
し
て
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中
、日
々
を
生

き
る
た
め
に
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せ
な
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食
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と
て
も
重
要

で
す
。秋
田
の
豊
か
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食
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感
謝
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け
ら

れ
な
が
ら
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れ
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ら
も
ぶ
れ
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私
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持
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き
て
い
き
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ま
す
。
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●むらやま・るりこ
1968年生まれ。秋田市在住。10代後半から
独学で染色を始め、2001年「オプ・トランス！」
（KPOキリンプラザ大阪）で自ら鮮やかに染め
上げた無数の生地を縫い合わせた大作を出
品し注目を浴びる。2002年からはビーズ、造
花、アクセサリー、人形などを即興的に組み合
わせたシリーズ「奇麗の塊」を発表。以降、国
内外での展覧会のみならず、コム・デ・ギャルソ
ン、プラダ、ロエベなどとのコラボレーションも多
数。2013年12月からは、過去の作品から新作
までを幅広く網羅した個展「果てしなく近い楽
園」（秋田県立美術館）が開催された。
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JA秋田厚生連・平成27年度 職員採用試験情報

2
． 看
護
職
員

3
． 事
務
職
員

①募集職種・人数 ●保健師…若干名　●助産師…15名程度
 ●看護師…150名程度
　　※一回目、二回目、随時の募集枠です。早い時期のご応募お待ちしています。
②応 募 資 格 平成27年3月末卒業見込みまたは募集職種の国

家資格を有する方
③採用試験日程 一回目：平成26年8月8日（金）または8月16日（土）
④募 集 期 間 平成26年5月1日（木）～7月25日（金）

①募集職種・人数 ●事務職員（一般）…20名程度
 ● 　〃　   （社会福祉士）…5名程度
②応 募 資 格 ●4年制大学を平成27年3月末卒業見込の者
 ●実務経験者（応募条件あり募集要項にて要確認）
 ●秋田県厚生連で臨時職員として2年以上の実

務経験がある者
 ●社会福祉士については、当該資格を取得もしく

は平成27年3月までに取得見込みの者
③採用試験日程 一次試験：平成26年5月24日（土）
④募 集 期 間 平成26年4月1日（火）～5月12日（月）

＜応募・お問い合わせ先＞ ＪＡ秋田厚生連  総務人事部
〒010－0976 秋田市八橋南二丁目10－16 TEL.018－864－2626

●募集要項・応募様式についてホームページからダウンロード可能です。
http://www.akitakouseiren.or.jp

1
． 薬
剤
師

①募 集 人 数 10名程度
②応 募 資 格 平成27年3月末卒業見込みまたは薬剤師国家資

格を有する方
③採用試験日程 一回目：平成26年5月27日（火）
 二回目：平成26年8月12日（火）
④募 集 期 間 平成25年4月1日～7月31日

※直ぐに勤務できるという有資格者の方は、４月末までにご応募いただければ、平成
２５年５月または６月からの採用も可能です。ぜひ、お問い合わせください。（勤務可
能病院の条件あり）

〃〃〃〃


